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治
タイプライタ
親子関係存在確認

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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治
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３３３３

治
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３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
２７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　太郎

治
タイプライタ
ヤマダ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
会社員
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治
タイプライタ
１　申立人と相手方との間に母子関係が存在することを確認する旨の調停及び
審判を求める。

治
タイプライタ
１　申立人は、申立外＊＊＊＊と婚姻外の関係となり、相手方を昭和＊＊年
＊＊月＊＊日に出産しましたが、＊＊＊＊は相手方が出生する直前から行方
不明となりました。
２　相手方出生後、＊＊＊＊の認知を受けることもできず、そのため、申立
人の姉夫婦である＊＊＊＊、＊＊＊＊に頼み、姉夫婦の嫡出子として戸籍届
出をしました。相手方出生後から今日まで、申立人は相手方を監護養育して
きました。
３　申立人としては、相手方が社会人となったのを機に、自分の子として真
実に合致するよう戸籍の訂正をしたいと思いますが、姉夫婦はすでに死亡し
ているため、本申立をします。




